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和
太
鼓
部
が
「恋
歌
」で
芸
文
祭
優
勝
し 

高
知
総
文
祭
出
場
へ 

 
和
太
鼓
部
名
誉
顧
問 

山
下 

勉 
 

数
年
前
ま
で
、
本
校
和

太
鼓
部
は
大
阪
府
高
校
芸

文
祭
で
は
、
有
名
プ
ロ
太

鼓
チ
ー
ム
の
曲
で
、
高
校

生
の
レ
ベ
ル
で
は
演
奏
で

き
な
い
程
の
難
し
い
も
の

を
コ
ピ
ー
し
て
、
他
校
に

は
真
似
で
き
な
い
演
奏
技

術
と
、
乱
れ
の
な
い
動
き

で
観
客
を
圧
倒
す
る
作
戦

で
勝
利
を
得
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
こ
こ
数
年
、

全
国
大
会
で
は
郷
土
色
と

ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
演
目
が
高
く
評

価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
お
り
、
数
年
前
か
ら

本
校
和
太
鼓
部
も
そ
の
方

向
で
取
り
組
み
始
め
て
い

ま
す
。 

昨
年
の
芸
文
祭
で
は

高
槻
の
今
城
塚
古
墳
を
題

材
に
し
て
「
暁
の
大
王
」

を
作
曲
し
、芸
文
祭
優
勝
、

続
く
佐
賀
総
文
祭
で
は
惜
し
く
も
上
位
入
賞
を
逃
し
た

も
の
の
、
評
価
は
「
Ａ
」（
＝
全
国
上
位
6
校
）
で
、

高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
回
の
芸
文
祭
で
、
当
初
は
昨
年
の
曲
を
再
構
成
し

て
演
奏
す
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
が
、部
員
の
中
か
ら
、

先
輩
た
ち
が
作
っ
た
曲
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
独
自
の

演
目
を
や
り
た
い
と
い
う
意
見
が
出
て
、
検
討
し
た
と

こ
ろ
、
全
国
の
高
校
生
た
ち
が
古
典
で
習
う
伊
勢
物
語

の
「
芥
川
の
段
」
に
た
ど
り
着
き
、
そ
れ
を
テ
ー
マ
と

し
て
部
員
た
ち
が
作
曲
し
た
「
恋
歌
（
れ
ん
か
）」
で
芸

文
祭
に
挑
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

伊
勢
物
語
は
、
在
原
業
平
（
な
り
ひ
ら
）
を
主
人
公

に
し
て
業
平
の
数
々
の
和
歌
を
紹
介
す
る
場
面
が
多
数

登
場
し
ま
す
。
業
平
と
、
後
に
天
皇
の
女
御
と
な
る
藤

原
高
子
（
た
か
い
こ
）
と
の
駆
け
落
ち
の
話
は
「
芥
川

の
段
」
に
描
か
れ
て
お
り
、
二
人
の
そ
の
身
分
違
い
の

恋
を
成
就
さ
せ
よ
う
と
い
う
一
途
な
思
い
は
1300
年
の

歴
史
を
超
え
て
、
今
も
人
々
の
心
を
捉
え
、
平
安
文
学

の
代
表
作
と
し
て
、高
校
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
ま
す
。 

 

大
き
な
音
を
出
す
太
鼓
で
、
力
強
い
戦
い
の
場
面
を

描
く
こ
と
は
容
易
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
業
平
と

高
子
の
「
恋
愛
」
と
い
う
内
面
的
で
繊
細
な
感
情
を
太

鼓
で
表
現
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
、
和

太
鼓
部
に
と
っ
て
は
一
つ
の
挑
戦
で
し
た
。 

曲
の
展
開
は
、
冒
頭
に
業
平
作
の
百
人
一
首
の
「
ち

は
や
ぶ
る
」
の
和
歌
を
、
女
子
の
澄
ん
だ
声
の
コ
ー
ラ

ス
を
バ
ッ
ク
に
し
て
、男
女
一
名
ず
つ
が
生
声
で
歌
い
、

続
い
て
琴
の
三
重
奏
か
ら
、篠
笛
の
三
重
奏
が
加
わ
り
、

平
安
時
代
へ
の
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
を
表
現
し
ま
す
。
そ

し
て
格
好
い
い
業
平
を
エ
イ
サ
ー
太
鼓
群
が
見
せ
、「
芥

川
の
段
」
や
そ
の
後
の
二
人
の
叶
わ
ぬ
恋
へ
の
ジ
レ
ン

マ
な
ど
を
表
現
す
る
組
太
鼓
の
工
夫
さ
れ
た
音
と
リ
ズ

ム
の
演
奏
、
最
後
は
、
和
歌
を
通
し
て
固
く
結
ば
れ
た

二
人
の
愛
を
力
強
い
全
体
合
奏
で
描
い
て
終
わ
り
ま
す
。

観
客
席
は
和
歌
の
静
か
な
出
だ
し
に
緊
張
感
に
包
ま
れ
、

そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
で
平
安
世
界
に
引
き
こ
ま
れ
、
中

盤
は
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
く
組
太
鼓
の
音
や
リ
ズ
ム
の
組

み
合
わ
せ
に
新
鮮
さ
を
感
じ
、最
後
の
盛
り
上
が
り
は
、

迫
力
あ
る
和
太
鼓
の
、
希
望
に
あ
ふ
れ
た
力
強
い
演
奏

に
打
た
れ
た
と
い
う
感
じ
で
し
た
。 

今
年
の
芸
文
祭
で
は
、
太
鼓
を
最
初
か
ら
最
後
ま
で

力
強
く
打
ち
込
む
と
か
、
高
校
生
ら
し
く
ス
ピ
ー
ド
感

の
あ
る
元
気
な
演
奏
が
印
象
的
だ
っ
た
中
で
、
本
校
の

「
恋
歌
」
の
静
か
で
し
っ
と
り
と
し
た
落
ち
着
き
の
あ

る
舞
台
進
行
と
繊
細
な
音
に
こ
だ
わ
っ
た
演
奏
は
、
特

異
な
存
在
で
光
を
放
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
特
徴
を
最

大
限
に
発
揮
し
て
、
高
知
県
で
8
月
に
開
催
さ
れ
る
全

国
高
校
総
文
祭
に
は
上
位
入
賞
目
ざ
し
て
挑
戦
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

 

「
第
17
回
高
校
生
が
つ
く
る
ふ
れ
あ
い
冬
ま
つ
り
」

に
本
校
6
つ
の
ク
ラ
ブ
が
参
加 

首
席 

藤
原 

啓
明  

1
月
11
日
（土
）、
高
槻
市
立
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ

ー(

ゆ
う
・あ
い
セ
ン
タ
ー
）で
「第
17
回
高
校
生
が
つ
く

る
ふ
れ
あ
い
冬
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
地
域
の
障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
他
多
く
の

人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
・交
流
を
目
的
に
、
市
内
の
府
立
高

校
5
校
と
支
援
学
校
の
生
徒
が
中
心
に
な
っ
て
企
画
し

て
い
ま
す
。
今
年
も
本
校
か
ら
は
、
生
徒
会
執
行
部
、
吹

奏
楽
部
、
軽
音
ロ
ッ
ク
部
、
ダ
ン
ス
部
、
和
太
鼓
部
、
家
庭

科
部
、
イ
ラ
ス
ト
部
が
参
加
し
、
「冬
ま
つ
り
」の
企
画
・運

営
を
通
じ
て
障
が
い
の
あ
る
人
々
や
他
校
の
高
校
生
と

交
流
し
ま
し
た
。
年
々
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
本
イ
ベ
ン

ト
は
、
今
年
は
入
場
者
数
も
950
人
と
昨
年
よ
り
150
人
ほ

ど
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
、
過
去
最
高
の
参
加
者
数
と

な
り
ま
し
た
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
「世
界
に
一
つ
だ
け
の

花
」を
部
屋
全
体
に
び
っ
し
り
と
埋
ま
っ
た
参
加
者
全
員

が
歌
と
手
話
で
締
め
く
く
り
、
会
場
全
体
が
一
体
と
な

っ
た
瞬
間
で
し
た
。 

 

第
71
回
生
徒
生
物
研
究
発
表
会
で
発
表
！ 

         
 

 

生
物
部
顧
問 

井
上 

洋 

 

 

昨
年
11
月
23
日
、
生

物
部
は
、
２
年
ぶ
り
に
生

徒
生
物
研
究
発
表
会
で
発

表
し
ま
し
た
。年
に
１
度
、

大
阪
府
下
の
生
物
系
ク
ラ

ブ
が
、
研
究
報
告
や
活
動

報
告
を
持
ち
寄
り
発
表
・

交
流
す
る
機
会
で
、
今
回

は
20
校
が
参
加
し
ま
し

た
。
芥
川
生
物
部
は
、
３

年
生
が
引
退
し
、
１
年
生

７
名
で
活
動
し
て
い
ま
す

が
、活
動
報
告
部
門
で『
芥

川
生
物
部
活
動
レ
ポ
ー
ト

2019
』
を
発
表
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
芥
川
の
上
流
か

ら
下
流
ま
で
６
地
点
の
水

質
調
査
と
ビ
オ
ト
ー
プ
の

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
調
査
を
中

心
に
行
い
ま
し
た
。
と
く

に
ビ
オ
ト
ー
プ
で
繁
殖
し

て
い
る
絶
滅
危
惧
種
の
ト
チ
カ
ガ
ミ
は
注
目
を
集
め
ま

し
た
。
こ
の
発
表
会
参
加
の
経
験
を
土
台
に
、
今
後
、

さ
ら
に
研
究
活
動
も
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

 

あ
く
た
ビ
オ
ト
ー
プ
に 

絶
滅
危
惧
種
ト
チ
カ
ガ
ミ
が
繁
殖
！ 

 
 
 

生
物
部
顧
問 

 

井
上 

洋    
 

生
物
部
が
手
作
り
で
ビ
オ
ト
ー
プ
を
造
っ
て
、
ち
ょ

う
ど
10
年
目
に
な
り
ま
す
。 

今
、
ビ
オ
ト
ー
プ
に
は
、
ト
チ
カ
ガ
ミ
と
い
う
、
ハ

ー
ト
形
の
葉
を
も
ち
白
い
花
を
咲
か
せ
る
水
生
植
物
が

繁
殖
し
て
い
ま
す
。
実
は
、
ト
チ
カ
ガ
ミ
は
環
境
省
レ

ッ
ド
リ
ス
ト
で
『
準
絶
滅
危
惧
種
』、
大
阪
府
レ
ッ
ド
リ

ス
ト
で
『
絶
滅
危
惧Ⅰ

類
』
に
指
定
さ
れ
、
大
阪
で
は

「
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
種
」
な
の
で
す
。
自
然

界
で
絶
滅
が
心
配
さ
れ

る
植
物
が
、
ビ
オ
ト
ー

プ
で
元
気
に
繁
殖
し
て

い
る
姿
は
、
ビ
オ
ト
ー

プ
の
意
味
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
ち
な
み
に
、

ト
チ
カ
ガ
ミ
の
名
前
は
、

“
ト
チ
（
ス
ッ
ポ
ン
の

地
方
名
）
の
鏡
”
か
ら

つ
け
ら
れ
た
そ
う
で
、

光
沢
の
あ
る
葉
が
名
前

の
由
来
で
す
。
昔
の

人
々
の
豊
か
な
想
像
力

に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
ビ
オ
ト
ー
プ
で
自
由
に
観

察
で
き
ま
す
の
で
、
一
度
見
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 １
・
２
年
生 

芸
術
鑑
賞 

好
評
で
し
た
！ 

                    

特
別
活
動
指
導
部 

井
上 

洋 

   

2
月
5
日
（
水
）

1
・
2
年
生
を
対
象

に
芸
術
鑑
賞
が
高
槻
現

代
劇
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
わ
ら
び

座
に
よ
る
『
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル 

ジ
パ
ン
グ
青
春

記
』。
約
400
年
前
、
慶

長
の
大
地
震
・
津
波
が

三
陸
を
襲
い
ま
し
た
が
、

そ
の
わ
ず
か
２
年
後
、

仙
台
か
ら
慶
長
遣
欧
使

節
団
が
出
帆
し
て
い
き

ま
し
た
。
未
曾
有
の
自

然
災
害
に
傷
つ
き
な
が

ら
も
復
興
を
果
た
そ
う
と
す
る
伊
達
政
宗
公
、
東
北
の

人
々
の
姿
を
描
い
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
。
初
め
て
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
を
鑑
賞
し
た
生
徒
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、「
役
者
さ
ん
の
演
技
の
迫
力
、
歌
や
ダ
ン
ス
の
う
ま

さ
に
感
動
し
ま
し
た
」「
見
て
い
て
楽
し
か
っ
た
。
良
い

作
品
だ
と
感
じ
た
」と
い
う
感
想
が
多
く
好
評
で
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
機
会
が
あ
れ
ば
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

や
演
劇
に
も
足
を
運
ん
で
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。  

        

〔
訂
正
と
お
詫
び
〕 

 

創
立
40
周
年
記
念
誌
の
P

19
の
芸
術
鑑
賞 

 

2010
年
度  

上
方
落
語
鑑
賞 

劇
団
等 

（
誤
）
笑
福
亭
鶴
瓶
他 

（
正
）
笑
福
亭
銀
瓶
・
桂
小
春
團
治 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。 


